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   The changes of prostatic tissue concentration of antibiotics by operative procesures have 
not been studied extensively. We measured the concentration of antibiotics in the rat pros-
tatic tissues minced and agitated in the irrigation fluid, as a model of TUR-simulation. 
   Our results suggest that TUR reduced the concentration of antibiotics in the prostatic 
tissues when compared to open prostatectomy. 








































られ る灌 流 液 で あ る.ま た,震 盟 装 置 はpersonal
shaker(太陽 化 学 工 業)を 用 い て,72回/minで 震 盗
した.
濃 度 測 定 法
1.血 清 濃 度
MicrococcusluteusATCC9341株を検 定 菌 とす
る薄 層 ペ ーパ ーデ ィス ク法 で測 定 した.
2.組 織 内濃 度
一20℃ に 凍 結 保存 した組 織 は重 量 測 定 後,そ の う
ち19を 取 り,2mlの1/15Mリ ン酸緩 衝 液(pH
7.0)を加 え て ホ モ ジ ナイ ズ した.ま た,重 量 が0・5g
以 上19未 満 の場 合 に は2ml,0・019以 上0・59
未 満 の場 合 は1m1,0.019未 満 の場 合 は0・5mlの
リン酸 緩 衝液 を 加 え て ホ モ ジ ナ イ ズ した.30分 間,
3,000rpm遠沈 後,上 清 を取 りMicrococcusluteus
ATCC9341株を 検定 菌 とす る 薄 層 ペ ーパ ーデ ィス ク
法 で組 織 内 濃 度 を測 定 した.測 定 用 培 地 はMicroco-
CCUS用培 地 を用 いた.血 清濃 度 を 測 定 す る さい の検



























































て大 き くそ の濃 度 は 低 下 した(Fig.2)。な お,E群
の ラ ッ トの うち1匹 は,摘 出 した前 立 腺 が 他 の ラ ヅ ト
に 比 べ て極 度 に 小 さい た め に 除外 した.
Fig.2に示 す よ うに,A群 はC群,D群,E群,
F群 のお の お の と比 べ て0.005以下,0.025以 下,
0.005以下,0.005以 下 の危 険 率 で,同 様 にB群 は
0.025以下,0。05以 下,0.025以下,0.01以 下 の危
険 率で 有 意 に 高値 を示 した.ま た,E群 はC群 に 比 し
て,F群 はD群 に 比 して お の お の0。025以下 の危 険 率












































液中に静置あるいは震盛 した.す なわち,C群 を対照
に細切操作を加えたのがE群 で,D群 を対照に細切操
作を加えたのがF群 である.実験結果では,E群 はC
群に比して,F群 はD群に 比して有意にCPZ濃 度
は低値を示したことにより,前立腺細切操作はさらに
その濃度を低下させると考えられた.ま た,C群 とD
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